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新体制スタート
　平成20年４月に庄内南部７商工会が合併して誕生した出羽
商工会。５月21日（火）には令和6年度出羽商工会通常総代会に
おいて任期満了に伴う役員改選が行われ、35名の役員が就任、
新体制となりました。
　新たなスタートをきった出羽商工会。これからも地域の小規
模事業者が抱える経営課題に寄り添い、併せて地域経済の活性
化を図ることによって、中長期的な小規模事業者の持続的発展
を目指していきます。
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平
成
二
十
年
四
月

藤
島
町
商
工
会
、
羽
黒
町
商
工
会
、
櫛
引
町
商
工
会
、

三
川
町
商
工
会
、
朝
日
村
商
工
会
、
大
山
商
工
会
、

温
海
町
商
工
会
の
庄
内
南
部
七
商
工
会
が
合
併
し

て
誕
生
。
初
代
会
長
に
小
野
木
覺
氏
就
任
。

平
成
二
十
五
年
五
月

補
助
金
活
用
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
補
助
金
の
採

択
に
向
け
事
業
に
取
り
組
む
。
翌
年
か
ら
開
始
さ

れ
た
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
で
は
一
四
一

件
の
申
請
数
を
上
げ
た
。

平
成
二
十
七
年
五
月

上
野
隆
一
氏
が
二
代
目
会
長
に
就
任
。

平
成
二
十
八
年
四
月

小
規
模
事
業
者
支
援
法
に
基
づ
く「
経
営
発
達
支
援

計
画
」が
認
定
さ
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月

大
山
支
所
大
改
修
工
事
終
了
。

平
成
三
十
年
三
月

外
国
人
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
管
理
団
体
の

認
可
を
受
け
る
。

平
成
三
十
年
四
月

出
羽
商
工
会
本
所
を
藤
島
よ
り
大
山
に
移
転
。

令
和
二
年
～

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
大
流
行
。
各
種

補
助
金
や
融
資
制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
提
案
し
、

伴
走
型
支
援
を
推
進
。

令
和
五
年
十
月

櫛
引
支
所
大
改
修
工
事
終
了
。

令
和
六
年
五
月

成
澤
剛
氏
が
三
代
目
会
長
に
就
任
。

出
羽
商
工
会
こ
れ
ま
で
の
歩
み



新しい職員を紹介します
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「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

�
事
業
を
目
指
し
て
」

　
令
和
６
年
度
の
通
常
総
代
会
に
お

き
ま
し
て
、
出
羽
商
工
会
会
長
と
い

う
重
責
を
担
わ
せ
て
戴
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た　
成
澤　
剛　
で
ご
ざ
い

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
前
任
の
上
野
会
長
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ–

19
）
の
世
界
的
な
蔓
延
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
日
常
を
失
い
つ
つ
あ
る

中
で
厳
し
い
経
営
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
飲
食
業
を
始
め
と
す
る
多
く
の

地
域
事
業
者
の
皆
様
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏

に
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
職
員
の

頑
張
り
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
の
商
工
会
の
運
営
に
あ
た
り

ま
し
て
も
、
人
口
減
少
に
加
え
廃
業

を
選
択
さ
れ
る
経
営
者
も
お
り
ま
す
。

事
業
の
承
継
や
新
規
事
業
者
等
へ
の

支
援
強
化
を
図
る
と
い
っ
た
具
体
的

な
取
り
組
み
を
会
員
の
皆
様
と
一
緒

に
考
え
、
組
織
率
の
向
上
を
目
指
し
、

当
出
羽
商
工
会
は
会
員
の
増
強
に
努

め
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
が
人
を
造

る
の
で
は
な
く
、
人
が
地
域
を
造
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

共
に
意
識
改
革
を
し
つ
つ
、
一
致
団

結
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
当
商
工
会

だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
の
商
工
会
や

行
政
機
関
と
密
接
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
可
能
な
限
り
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
あ
ら
ゆ
る
団
体
、
個
人
が
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
社

会
活
動
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
到
来
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
叫
ば
れ
て

い
る
昨
今
、
当
商
工
会
も
公
益
法

人
と
し
て
、
商
工
振
興
は
も
と
よ
り
、

環
境
や
福
祉
と
い
っ
た
地
域
益
、
市

民
益
へ
と
繋
が
る
事
業
に
つ
い
て
も

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
地
域
の
発
展
及
び
商
工
業

振
興
の
為
に
、
会
員
事
業
者
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
く
続
き
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

令
和
６
年
６
月　
成
澤　
剛

出羽商工会 会長

成 澤 　 剛 なりさわ　つよし 生年月日：
血液型：

1960年4月15日
血液型：Ｏ型Tsuyoshi Narisawa

< 経歴>
平成15年5月 東北イートップ株式会社　代表取締役就任　現職
平成23年3月 社会福祉法人 のどか　理事就任　現職
平成30年5月 出羽商工会　理事就任　
令和 2 年7月 鶴岡市環境事業協同事業組合　副理事長就任　現職
< 表彰>
令和 2 年6月 一般社団法人 山形県産業資源循環協会　協会賞　受賞
令和 5 年6月 東京エレクトロンFE株式会社　安全優秀賞　受賞
令和 6 年6月 山形県環境保全協議会　山形県知事賞　受賞　

通常総代会終了のお知らせ 令和6年度の通常総代会が5月21日開催されました。
全9議案すべて承認されましたので、お知らせします。

東部センター長
鈴木 祐介 Yusuke Suzuki
昭和35年5月生まれ B型
趣味：船釣り

嘱託職員
太田 萌香 Moka Ota
平成10年9月生まれ A型
趣味：温泉・旅行

嘱託職員
工藤 和歌子 Wakako Kudo
昭和62年4月生まれ AB型
趣味：ドライブ・動画鑑賞

経営指導員
佐藤 優介 Yusuke Sato
昭和61年8月生まれ AB型
趣味：体を動かすこと（ウォーキングなど）

出羽商工会会長より
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朝日地区 櫛引地区 羽黒地区 温海地区 藤島地区 三川地区 大山地区

東部センター長
鈴木 祐介

南部センター長
白幡　俊

西部センター長
伊藤　司

事務局長
池田 ゆり子

経営指導員
佐藤 優介

経営指導員
滝　千恵

経営指導員
齋藤　和

経営指導員
小関　慎子

経営指導員
今野　司

経営指導員
眞田　奈巳

経営指導員（市内担当）
長南　美香

経営支援員
蛸井　もえ

経営支援員（櫛引兼務）
松田　和樹

経営支援員
上林 千紗都

経営支援員
庄司　晴菜

経営指導員
長澤　千晴

嘱託職員
太田　萌香

嘱託職員
工藤 和歌子

嘱託職員
佐藤　佳

経営支援員
五十嵐 優子

令和6年度　事務局体制

支 所 月曜日（8：30～17：15） 火曜日（8：30～17：15） 水曜日（8：30～17：15） 木曜日（8：30～17：15） 金曜日（8：30～17：15）

藤 島
伊藤センター長

伊藤センター長
庄司支援員 今野指導員 長南・長澤（隔週） 今野指導員

櫛 引
鈴木センター長

蛸井支援員 滝指導員 蛸井支援員 滝指導員 松田支援員

温 海 白幡センター長
白幡センター長

小関指導員 上林支援員 小関指導員 上林支援員

支 所 月曜日（10：00～16：00） 火曜日（10：00～16：00） 水曜日（10：00～16：00） 木曜日（10：00～16：00） 金曜日（10：00～16：00）

三 川 閉 所 眞田指導員 庄司支援員 眞田指導員 閉 所
羽 黒 閉 所 松田支援員 齋藤指導員 齋藤指導員 閉 所
朝 日 佐藤指導員 閉 所 佐藤指導員 閉 所 閉 所

※開所日時および担当者は変更となる場合がございます。

　新年度、人事異動に伴い、下記の通り事務局体制が変更になりましたのでお知らせいたします。本年度も、
中小事業者支援施策に力を入れて職員一丸となって取り組んでまいります。お気軽にご相談ください。

令和6年度 支所窓口担当表

事務局機構図
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城戸メノウ乳鉢製作所
代　表
城戸 一正 氏 Kazumasa Kido

〒997-0017
鶴岡市大宝寺字日本国223-4
TEL 0235-33-8801
https://www.kido-japan.com

山形県卓越技能表彰の概要
　山形県卓越技能者等表彰は、技能水準の向上や職業能力開発の重要性
を浸透させることを目的に当該技能において県内で第一人者と目されて
いる者など、真に卓越した技能者であるとともに、技能競技大会などで
功労のあった人を表彰するものです。
　令和５年度山形県卓越技能者等表彰に城戸メノウ乳鉢製作所　城戸一
正氏（土石製品製造工）が選ばれました。

事業所の概要
　これまで同業者が次々と廃業する中で技術革新を追求し、現在に至る
まで研究者へ継続してメノウ乳鉢を提供してきました。メノウ乳鉢は、
理化学分野で、なくてはならない研究機器として認知されています。現在、
日本でメノウ乳鉢を製造しているのは、城戸メノウ乳鉢製作所のみです。
　日本で唯一のメノウ乳鉢加工技術を持つ城戸一正氏へは、その技術を
見込み様々な研究機関や大学研究室より特注品の依頼が寄せられています。
　城戸氏はその都度、技術的課題を克服し、依頼された特注品研究機器
を製作・提供しています。
　そして、その内面研磨精度については、高度な技術が詰め込まれてお
り理化学分野において、一目置かれている研究機器となっています。
　また、サファイアガラス製乳鉢については、現在特許を取得し、国内
外より注目されています。このように、理化学分野にて研究者の要望に
真摯に対応することで、日本の基礎研究等へ大いに貢献しています。
　現在は、山形県経営革新計画が承認され、技術的課題の解決を推進す
るだけでなく、後進の育成に繋げ、事業の活性化を図っています。

サファイア乳鉢

作業風景

メノウ乳鉢城戸 一正 氏 より一言
　私は、理科学研究に使用されるメノウ乳鉢製造工として、長年こ
の道一筋に精進してまいりました。このたび県知事表彰の栄誉にあ
ずかったことは、誠に喜びにたえません。また、表彰の栄に浴する
ことができましたのは、これまでご指導いただきました皆様方のご
支援や、家族の理解があればこそと、改めて感謝しております。こ
れからもさらなる技能の向上を目指して精進しいきたいと思います。
今後ともご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

令和5年度
山形県卓越技能表彰受章

表彰特集
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有限会社 関川さら文
代表取締役
五十嵐 明美 氏 Akemi Igarashi

〒999-7315
鶴岡市関川55
TEL 0235-47-2469
https://r.goope.jp/sr-06-064411000/

鶴岡市卓越技能表彰の概要
　鶴岡市卓越技能表彰制度は、市内在住の優秀な技能者を表彰すること
により、広く一般に技能尊重の気風を浸透させ、技能者の地位および技
能向上を図ることを目的とした制度です。
　昭和60年に始まり、これまで144名の技能者が受賞されています。
　令和5年度鶴岡市卓越技能表彰に有限会社関川さら文　五十嵐明美氏
（旗幕染色・製造）が選ばれました。

事業所の概要
　機械によるプリントが一般的となっている中、有限会社関川さら文は
現在庄内地域で唯一手染めの技術による旗幕染色を行っています。
　五十嵐明美氏は、昭和63年、株式会社関川さら文（現有限会社関川
さら文）にて染色・仕上工としてのキャリアをスタート。修行を重ね、
旗幕染色に必要な技術を習得し、永年の職務従事により培った幅広い知
識・技能を有しています。手染めの一本物の旗幕は、手作業による絶妙
な力加減や精密な柄の表現によって、機械染めにはない色の深みが魅力
で、五十嵐氏の手で一色ずつ染め上げられた旗幕は温かみがあり、上質
な風合いの染め物に仕上げられています。また、手掛けた旗幕は、優れ
た染色技術だけでなく、手厚いアフターフォローにより長く良好な状態
を保つことが可能で、それらはすべてこれまでの技能の研鑽の結果です。
　五十嵐氏は、首都圏を中心とした百貨店等のビル壁面用大型幕をはじ
めとした数多くの作品を手掛け、当地域においては、老舗商店の日除け
暖簾や広告幕、応援幕、校旗、神社のぼり、そして鶴岡市関川地域の伝
統的工芸品として有名な「しな織り」とのコラボ作品などにより、地域
の産業振興に尽力しています。

神社のぼり

作業風景

暖簾（あつみホテル温海荘） 五十嵐 明美 氏 より一言
　私のような者に卓越技能賞という立派な賞を頂き恐縮です。
　会社を 35年以上続けてこれたのも、関わってくださった周りの
方々のお陰です。家族に感謝・地元に感謝・関わりある周りのすべ
ての方々に感謝！です。今までコツコツ努力してきたことが形にな
り嬉しく思います。焦らず弛まず怠らず。これからも自ら学び磨き
育っていきたいです。日々目標を持ち、仕事をさせて頂ける事に感
謝し、これからも感謝の心を忘れず努力し続けたいと思っています。
　皆様へ…有難うございます。

令和5年度
鶴岡市卓越技能表彰受章

表彰特集
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H・K商会
（食料品小売業）
代表　小林　等
鶴岡市友江町8-18
TEL 0235-64-8260
携帯 090-2661-5216
自作の窯で甘
みを最大限に
引出した石焼
きいもを提供
しています。
１本200円

小林工業　
（左官工事業）
代表　小林 真宏
鶴岡市羽黒町上野新田字東山5-261
TEL 090-2975-5757
基 礎 工 事、外 構
工 事、ブ ロ ッ ク
工 事、タ イ ル 工
事 な ど、左 官 工
事一般承ります。

野々ファーム 
（農業）
代表　百瀬 光哉
鶴岡市新屋敷字前田元93
TEL 090-7320-4891
就 農 し て 約 10
年になります。
水 稲 17ha の 他
にほうれん草、
トマト、イタリ
ア野菜等も作っ
ています。

株式会社SANSEI
（金属金物加工業）
代表　長谷川 博也
鶴岡市羽黒町手向字百々目木73-116
TEL 090-4318-3995
金物・金属・ステンレス・アルミ加工は
おまかせください！お客様のニーズに合っ
たご希望の製品をお造り致します。

バレエアカデミージャスミン
（学習教室）
代表　古川 京佳
東田川郡三川町押切新田三本木119-8
TEL 080-1214-7389
3歳～大人まで、
フランススタイ
ルのクラシック
バ レ エ 教 室 で
す。

STYLE
（美容業）
代表　大久保 梓
東田川郡三川町大字横山字不動野9-1
TEL 090-6626-5919
一人ひとりに
合 わ せ た hair 
style で幸せと
サードプレイ
スを提供する
美容室。

マルタ農園
（農業）
代表　田村 孝幸
鶴岡市常盤木字臼井48
TEL 090-2883-3659
私たちはお客様の立場に立った『直接
販売』を専門に果樹・野菜をご提供し
ております。

だだちゃ喜左衛門株式会社
（農業）
代表　小池 貴士
鶴岡市寺田乙147
TEL 0235-22-4405
だだちゃ豆をお
取寄せ限定で
販売しています。
品質に拘ります。

野菜みらい計画
（食品製造業）
代表　三浦 眞紀子
鶴岡市大山1丁目27-46
TEL 0235-33-8116
地元食材で作る加
工食品の製造販売。
米粉スイーツは注
文承ります。

新
規
会
員
紹
介

◦事業所名
◦業種
◦事業主
◦所在地
◦TEL
◦代表から一言

特定非営利活動法人エコ・リンクやまがた
渚の交番カモンマーレ
（サービス業）
代表　遠藤 靖彦
鶴岡市加茂字大崩595-4
TEL 0235-35-1217
豊かな海を次世
代に引き継ぐ総合
拠点。レストラン
を併設し、体験講
座も人気。是非お
立ち寄りください。

新規会員紹介



最新情報をLINEで配信中
ぜひご登録ください

羽　黒大　山

事業承継・経営の見直しや売り上げ低迷
の相談、各種問題解決のお手伝い

各種補助金の申請書の作成を通して、
経営計画支援を実施

会員交流会・視察研修・部会事業研修、
事業同士のマッチングなど

国内・海外への販路を求めている方々へ
出展事業の各種支援のお手伝い
ベトナムより実習生の受け入れを

実施する予定

管内の巡回を実施し事業を始めるための
創業から経営内容、売上拡大の支援
さらに記帳関係・労働保険の手続き支援

を実施

〒997-1121山形県鶴岡市大山字中道74-1
TEL 0235-33-2117 FAX 0235-33-0283
ホームページ https://dewa-shokokai.com

7

そば処つむぎ
（飲食業）
代表　本間 雅隆
鶴岡市羽黒町三ツ橋字前田163番1
TEL 0235-62-3950
そばつゆを選べる蕎麦屋をコンセプトに
開業し、今年で3年目を迎えます。秋田
の西馬音内の"冷
がけ蕎麦"と山形
の " 冷たい肉蕎
麦"を是非ご賞味
下さいませ。

ワッツ・ワッツ・ファーム
（農業）
代表　佐藤 公一
鶴岡市茨新田字千馬合50
TEL 0235-76-3142
庄内空港のすぐ
近く庄内砂丘で
野菜農園をやっ
ております。

新規会員紹介



8

（１）環境の変化へ対応した経営支援
1.�国・県・市・町の支援施策の徹底した周知と積極的
な活用による伴走型支援を行います。
2.�制度融資等の利用促進を図り、事業継続・雇用維持・
人材確保を支援します。
3.�専門家派遣制度を活用した個別指導やセミナーを実
施します。

（２）販路拡大事業の推進
1.�首都圏にある店舗販売や商談会へ参加する事業所の
支援を行います。
2.�ふるさと御縁便を実施し、会員事業所のネット販売
を支援します。

（３）事業継続力強化支援事業の実施
1.企業の事業継続力強化計画（BCP）施策を支援します。

（４）会員増強の取組みと財政基盤の強化
1.未加入事業所紹介キャンペーンを実施します。

（５）部会活動の推進
1.業種ごとの課題に対応したセミナーを開催します。

出羽商工会の今後の動き
6月19日(水) 9:00~ 金融審査会� 本所

6月20日(木) 10:00~ 経営指導員研修� メトロポリタン山形

6月27日(木) 10:00~ 経営支援員研修� メトロポリタン山形

6月28日(金) 13:30~ 技能実習生模擬試験会� 本所ホール

7月 9日(火) 13:00~ 金融相談会� 本所相談室

7月25日(木) 14:00~ 展示会出展者向けセミナー� 本所ホール

7月26日(金) 10:00~ テスト販売事業者との個別相談会� 本所相談室

7月26日(金) 18:30~ 三川支部商工会会員交流ビアホール� なの花ホール

7月27日(土) 15:00~ 櫛引夏祭り� 櫛引生涯学習センター

9月 9日(月) 13:00~ 経営個別相談会� 本所

先
日
開
催
さ
れ
た
総
代
会
に
お
い
て
役
員
改
選
が

行
わ
れ
ま
し
た
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3
期
ぶ
り
に
会
長
が
変
わ
り
、
新
生
出
羽
商
工
会
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ス
タ
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し
ま
し
た
。

　

す
こ
も
こ
編
集
室
も
編
集
長
が
交
代
し
、
メ
ン
バ
ー

が
一
新
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
様
々
な
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を
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供

し
て
い
き
ま
す
。
新
生
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こ
編
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も
ど
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く
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す
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今
年
度
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A
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知
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な
り
ま
す
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よ
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出羽商工会
公式 LINE

発行人／成澤　剛 〒997-1121 山形県鶴岡市大山字中道74-1 Tel.0235-33-2117
出羽商工会　https://www.dewa-shokokai.com　 Facebook　出羽商工会 DewaSCI

首都圏販売の様子 工業部活動商業部活動

加入キャンペーンチラシ

出羽商工会今年度の重点項目

　長期化する原材料・エネルギー価格の高騰、賃上げなどの厳しい経営環境におかれています。さらに、DX
への取組み、生産年齢人口の減少による労働力不足や頻発する自然災害への対応は、喫緊の課題となっています。
　そこで、今年度も下記の重点項目を掲げ取り組んで参ります。引き続きご支援とご協力をお願いします。

お知らせ


